
廃
屋
解
体
設
計
事
例
の
紹
介

「
川
湯
温
泉
旧
華
の
湯
ホ
テ
ル
解
体
設
計
」

北
電
総
合
設
計
株
式
会
社

建
築
部
建
築
設
計
室

室
長
代
理

金

尾

和

幸

は
じ
め
に

阿
寒
摩
周
囲
立
公
園
の
川
湯
集
団
施

設
地
区
は
、
古
く
か
ら
湯
治
場
と
し
て

数
多
く
の
宿
泊
施
設
が
建
設
さ
れ
、
旧

阿
寒
国
立
公
園
お
よ
び
道
東
地
域
に
お

け
る
パ
ス
移
動
の
拠
点
と
し
て
発
展
し

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
団
体
旅
行

か
ら
個
人
旅
行
へ
ニ

l
ズ
が
変
化
し
た

こ
と
に
伴
い
宿
泊
者
数
の
減
少
が
続
き
、

廃
業
や
休
業
し
た
宿
泊
施
設
や
土
産
物

屋
が
点
在
し
、
国
立
公
園
の
利
用
拠
点

と
し
て
景
観
的
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

阿
寒
摩
周
国
立
公
園
は
国
立
公
園
満
喫

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
公
園
に
指

定
さ
れ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
取
り

組
み
を
計
画
的
・
集
中
的
に
実
施
し
て

お
り
、
川
湯
集
団
施
設
地
区
に
お
け
る

廃
屋
に
つ
い
て
も
対
策
が
求
め
ら
れ
た
。

対
象
廃
屋
建
屋
は
、
川
湯
集
団
施
設

地
区
内
の
主
要
な
車
道
に
面
し
、
景
観

面
お
よ
び
安
全
面
に
お
い
て
問
題
が
あ

る
象
徴
的
な
廃
屋
で
あ
る
。

弊
社
で
は
環
境
省
釧
路
自
然
環
境
事

務
所
の
発
注
に
よ
り
、
川
湯
温
泉
旧
華

の
湯
ホ
テ
ル
の
解
体
実
施
設
計
業
務
を

受
注
し
た
。
本
稿
で
は
廃
屋
建
屋
の
安

全
性
等
の
調
査
を
行
い
、
解
体
・
撤
去

に
係
る
設
計
業
務
を
行
っ
た
事
例
を
紹

介
す
る
。

川
湯
温
泉
に
つ
い
て

外壁崩落が見られる外観

阿
寒
摩
周
国
立
公
園
は
北
海
道
の
東

部
北
海
道
川
上
郡
弟
子
屈
町
に
位
置
し
、

屈
斜
路
湖
・
摩
周
湖
・
阿
寒
湖
を
擁
す

る
国
立
公
園
で
、
釧
路
湿
原
因
立
公
園

の
北
方
面
に
あ
る
。
公
園
内
に
は
阿
寒

湖
温
泉
・
雌
阿
寒
温
泉
・
川
湯
温
泉
等

の
温
泉
地
が
点
在
す
る
北
海
道
を
代
表

す
る
観
光
地
で
あ
る
。

川
湯
温
泉
は
、
日
本
で
も
屈
指
の
強

酸
性
の
温
泉
が
楽
し
め
る
温
泉
地
と
し

て
人
気
が
あ
り
、
二

O
O
四
年
に

「源

泉
か
け
流
し
宣
言
」
を
掲
げ
、
温
泉
施

設
は
す
べ
て
天
然
源
泉
掛
け
流
し
温
泉

を
使
用
し
て
い
る
。
凶
が
約

一
・
八
程

度
で
、
湯
に
釘
を
つ
け
て
お
く
と
二
週

間
ほ
ど
で
溶
け
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う

ほ
ど
の
強
さ
を
も
っ
て
い
る
。

川
湯
の
名
は
、
ア
イ
ヌ
語
の

「
セ
セ

キ

（熱
い
）
ペ
ツ
（
川
こ

を
意
訳
し

た
も
の
で
あ
り
、
全
国
で
も
珍
し
い
温

泉
の
流
れ
る
川
が
町
中
に
あ
り
、
川
か

ら
立
ち
の
ぼ
る
湯
け
む
り
と
硫
黄
の
香

り
が
漂
う
情
緒
深
い
温
泉
街
で
あ
る
。

温
泉
街
周
辺
に
は
、
環
境
省
の
川
湯

エコ
ミ
ュ
l
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
や
、
こ
の

地
で
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
第
四
十
八

代
横
綱
、
大
鵬
幸
喜
の
功
績
を
讃
え
る

大
鵬
相
撲
記
念
館
等
が
あ
り
、
温
泉
街

に
は
ア
イ
ヌ
木
彫
り
の
民
芸
店
、
居
酒
屋
、

ス
ナ
ッ
ク
、
食
堂
等
が
点
在
す
る
ほ
か
、

ラ
ン
ド
マ
l
ク
的
な
足
湯
も
件
ん
で
い
る
。

魔
業
し
た
温
泉
街
等
が

立
ち
並
ぶ
川
湯
温
泉

川
湯
温
泉
は
、
明
治
時
代
に
温
泉
宿

が
建
ち
始
め
、
昭
和
五
年
に
鉄
道
釧
網

本
線
が
開
通
。
高
度
経
済
成
長
期
と
と

も
に
交
通
網
の
発
達
が
阿
寒
観
光
ブ
ー

ム
を
後
押
し
し
、
大
い
に
客
で
賑
わ
っ

て
い
た
。
さ
ら
に
昭
和
九
年
に
は
阿
寒

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
湯
治
客
は
激
増

し
た
。
し
か
し
、
平
成
に
入
り
バ
ブ
ル

経
済
崩
壊
の
煽
り
を
受
け
客
足
が
減
少
。

年
間
宿
泊
者
数
も

一
九
九

一
年
度
約
五

六
万
人
、
二

O
O
九
年
度
約
二

O
万
人
、

二
O
一
八
年
度
は
約
一

O
万
人
と
減
少

の

一
途
を
た
ど
っ
た
。

廃
業
し
た
温
泉
宿
も
少
な
く
な
い
。

今
で
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
た
ま
ま
の

ホ
テ
ル
跡
や
商
店
、
老
朽
化
し
た
廃
屋

等
が
立
ち
並
ぶ
寂
れ
た
温
泉
街
に
変
貌

し
て
い
る
。

解
体
対
象
の

旧
ホ
テ
ル
華
の
湯

解
体
す
る
旧
華
の
湯
ホ
テ
ル
は
、
川

湯
集
団
施
設
地
区
（
第
二
種
特
別
地
域
）
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の
道
道
屈
斜
路
摩
周
湖
畔
線
沿
い
に
位

置
し
、

一
九
五
六
年
に
宿
泊
施
設
事
業

と
し
て
承
認
を
受
け
開
業
後
、
一
九
七

三
年
ま
で
の
増
改
築
を
経
た
後
、
鉄
骨

造
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
下

一
階
地
上
五
階
建
、
延
べ
面
積
四
、
九
九

七
ぱ
と
な
り
、

一
九
九
七
年
の
火
災
に

よ
り
休
止
・
廃
業
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

増
改
築
後
か
ら
四
六
年
を
経
過
し
て
、

外
壁
が
一
部
剥
が
れ
落
ち
る
等
施
設
の

老
朽
化
が
目
立
ち
、
廃
業
か
ら
二
O
年

程
度
放
置
さ
れ
て
い
た
廃
屋
で
あ
る
。

国
立
公
園
内
に
お
い
て
安
全
面
や
景

観
面
で
撤
去
す
べ
き
建
築
物
で
も
諸
事

情
に
よ
り
す
ぐ
に
解
体
で
き
な
い
事
例

は
多
い
が
、
旧
華
の
湯
ホ
テ
ル
が
立
地
す

る
川
湯
温
泉
は
、
道
東
地
域
周
遊
の
拠

点
と
な
り
得
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て

お
り
、
廃
屋
撤
去
後
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、

民
間
の
活
用
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
け
る
国
立
公
園
利
用
拠
点
滞
在
環
境

等
上
質
化
事
業
と
し
て
、
環
境
省
が
廃

屋
の
解
体
撤
去
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

廃
屋
解
体
設
計
の
紹
介

①
廃
屋
建
屋
の
現
況

最
初
に
建
屋
外
観
の
目
視
確
認
を
行

っ
た
が
、
外
壁
の
劣
化
が
著
し
く
、

一

部
崩
落
し
て

お
り
下
地
の

露
出
等
が
見

ら
れ
た
。
築

年
数
か
ら
ア

ス
ベ
ス
ト
人
白

有
建
材
の
疑

い
が
考
え
ら

れ

、

防

護

服
・
マ
ス
ク

等
を
用
い
て

内
部
調
査
を

行
っ
た
。
ド

ロ
l
ン
映
像

か
ら
屋
根
の

崩
落
も
見
ら

れ
た
た
め
、

劣
化
進
行
の
予
想
は
し
て
い
た
が
、
想

像
以
上
に
劣
化
は
進
行
し
て
お
り
、
瓦

磯
等
に
よ
り
内
部
の
移
動
動
線
を
確
保

す
る
こ
と
す
ら
困
難
で
あ
っ
た
。

②
ア
ス
ベ
ス
ト
採
取
・
分
析
調
査

外
壁
・
内
部
仕
上
げ
建
材
お
よ
び
設

備
配
管
保
温
材
等
の
試
料
の
採
取
・
分

析
を
行
い
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
調
査

を
行
っ
た
。
検
査
結
果
と
し
て
は
外
壁

材
か
ら
は
含
有
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

内
部
天
井
ス
レ
ー
ト
板
か
ら
ク
リ
ソ
タ

イ
ル
、
内
部
吹
付
け
材
か
ら
ク
リ
ソ
タ

イ
ル
お
よ
び
ア
モ
サ
イ
ト
、
一
部
の
吹 ＂＇ユムMゐ町田園

瓦磯類に塞がれた内部通路 ドローンによる屋根 ・屋上の映像

付
け
材
か
ら
は
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
の
含

有
が
確
認
さ
れ
た
。

③
廃
屋
建
屋
の
解
体
手
順
検
討

倒
産
・
閉
鎖
し
た
ホ
テ
ル
等
の
場
合
、

什
器
類
が
客
室
・
共
用
部
・
厨
房
等
に

残
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
旧
華

の
湯
ホ
テ
ル
に
も
相
当
量
の
残
置
物
が

確
認
さ
れ
た
。
ま
た
内
部
壁
・
天
井
材

等
の
劣
化
損
傷
し
た
瓦
磯
が
至
る
と
こ

ろ
に
散
乱
し
て
い
た
。
通
常
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
後
の
什
器
類
や
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
該

当
品
等
の
先
行
撤
去
を
行
っ
た
後
に
、

ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
工
事
の
順
序
と
し
て

進
め
る
が
、
瓦
磯
類
の
中
に
は
崩
落
し

た
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
吹
付
け
材
等
も
含

ま
れ
て
お
り
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
不
可
と
判

断
さ
れ
る
什
器
類
等
も
す
べ
て
ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
材
と
同
様
に
特
別
管
理
産
業

廃
棄
物
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
外
壁
や
屋
根
お
よ
び
内
部
壁
面

等
の
崩
落
・
損
傷
も
著
し
い
た
め
、
ア

ス
ベ
ス
ト
処
理
エ
リ
ア
の
負
圧
ゾ

l
ン

を
各
室
ご
と
に
形
成
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
管
轄
の
北

海
道
釧
路
総
合
振
興
局
と
も
協
議
を
重

ね
、
外
壁
・
屋
根
を
外
部
か
ら
す
べ
て

シ
l
ト
で
養
生
し
、
近
隣
へ
の
ア
ス
ベ

ス
ト
粉
塵
・
飛
散
防
止
に
留
意
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
処
理
エ
リ
ア
は
各
室
ご
と

で
は
な
く
、
比
較
的
健
全
で
あ
っ
た
構

造
ス
ラ
ブ
を
用
い
て
各
階
ご
と
に
エ
リ

ア
を
形
成
す
る
計
画
と
し
、
外
部
へ
の

飛
散
防
止
お
よ
び
内
部
施
工
環
境
の
作

業
性
向
上
も
得
ら
れ
る
計
画
と
し
た
。
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お
わ
り
に

日
本
国
内
の
公
共
事
業
に
お
い
て
、

屋
根
や
壁
面
が
崩
落
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト

を
含
む
こ
れ
ほ
ど
の
大
規
模
な
廃
屋
の

解
体
工
事
は
、
極
め
て
事
例
が
少
な
く
、

当
該
設
計
業
務
に
つ
い
て
は
、
貴
重
な

資
料
と
な
り
得
る
。
本
年
秋
か
ら
解
体

工
事
が
着
手
さ
れ
、
解
体
工
事
終
了
後

の
跡
地
は
、
地
元
弟
子
屈
町
が
中
心
と

な
っ
て
計
画
し
て
い
る
民
間
活
用
の
計

画
が
あ
り
、
地
方
再
生
が
期
待
さ
れ
る
。

最
後
に
本
業
務
の
実
施
並
び
に
本
稿

の
掲
載
に
際
し
、
ご
理
解
・
ご
協
力
い

た
だ
い
た
、
釧
路
自
然
環
境
事
務
所
、

弟
子
屈
町
の
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。

国立公園

金
尾
和
幸
．
か
な
お
か
ず
ゆ
き

一
級
建
築
士
北
海
道
根
室
市
生
ま
れ
。

一
九
九
一

年
北
海
学
園
大
学
工
学
部
建
築
学

科
卒
業
後
、
株
式
会
社
環
境
設
計
勤
務
、
二

O
一
四
年
よ
り
現
職
。

｛
北
電
総
合
設
計
株
式
会
社
概
要
】

道
内
を
中
心
に
社
会
資
本
整
備
の

「
企
画
、

調
査
、
設
計
、
施
工
監
理
並
び
に
維
持
管
理
」

に
係
る
一
貫
し
た
業
務
を
行
う
総
合
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
北
海
道
電
力
グ
ル
ー
プ。


